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７月２３日、県道竹田五ヶ瀬線久保工区（五ヶ瀬町桑野内）道路改良工事の完成にともな

い、開通式が盛大に開催されました。

この久保工区の完成（延長１．２ｋｍ）により、広域農道を介して、国道２１８号と桑野

内地区（土生～久保）が２車線道路で結ばれることとなり、道路延長９．１ｋｍが、６．８

ｋｍに短縮され、時間も約１５分の短縮されることとなります。

今後、地域に密着した道路として、五ヶ瀬町で進めている五ヶ瀬ワイナリーや夕日の里づ

くりによる町おこしなど、産業や観光の振興等により一層寄与していくものと、大いに期待

されています。
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高千穂小学校 田んぼの草取り体験
７月１６日、高千穂小学校５年生の子どもたちが、高千穂町三田井

の藤本國光さん所有の水田で草取りを体験しました。

この体験は、高千穂小学校と水土里
み ど り

ネット高千穂（高千穂土地改良区）が
連携して、平成２０年度から農業用水などの理解促進を目的
とした「農業用水水源地域保全対策事業」の一環として行わ
れています。

子どもたちは６月に田植えした稲の成育を観察しながら、
昔ながらの田押し車を使って稲の間の草取りを行うとともに、
稲の害虫や田んぼの生き物なども積極的に観察していました。

町 道 高 千 穂 神 社 通 線 開 通
国道２１８号線沿いの道の駅高千穂から高千穂神社駐車場

横に抜ける全長２６０ｍの町道が開通しました。
この道路は、当初県の街路事業で整備予定でしたが、計画

変更になり、高千穂町が町道として整備してきたものです。
高千穂神社の後藤俊彦宮司は、

式典のあいさつの中で、休日も昼
夜も問わずに押しかけてくる町職
員の根気に参った。ほかの地権者
の協力や我慢比べのお互いの交渉

の中で、１００点ではなくても、双方譲り合いの７～８０点の結果
になった。大変感謝しているとお話しされました。

ここにも熱い男たちのドラマがあったのだとちょっと感動しました。
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身近な水辺のモニター委嘱式
６月２５日、『身近な水辺のモニター』委嘱式

を行いました。
この身近な水辺のモニターは、河川工事完了

後の自然環境の変化などをモニタリングし、今
後の川づくりに反映させることを目的としてお
り、今年度で３年目になります。

今回の委嘱式では、高千穂町山附地区の「山
附渓谷ホタルの里」（代表 冨高徹様）を平成２
２年度水辺のモニター団体として委嘱を行い、

今後この団体の
方々と西臼杵支
庁土木課職員が
年３～４回程度、
季節の変わり目
に河川の水質や
動植物等の調査
を行います。

五ヶ瀬ワインまつり２０１０
７月２５日、県道竹田五ヶ瀬線桑野内地区の全面開通を祝して、五ヶ瀬ワイン祭２０１０が

開催されました。五ヶ瀬ワイナリー多目的芝生広場では、五ヶ瀬ワインの飲み放題や、多くの

出店があり、地区の方々などがワインやぶどうサイダーを片手に笑顔で語らっていました。

労働交通安全推進大会

７月８日、高千穂地区建設業協会によ
る労働交通安全推進大会が行われました。

竹尾会長は、ここ２～３ヶ月の間に管
内で死亡事故があったことにふれ、あら
ためて安全管理を徹底するようあいさつ
しました。

大会では、安全運動に尽力した個人・
事業所に対する表彰もあり、また会員に
よる労働安全宣言、交通安全宣言が読み
上げられました。

鞍岡中学校生徒のなぎなたの披露

委嘱式の様子（左から冨高徹さん、甲斐
愛光さん、飯干誠夫さん、上杉好房さん）

竹尾会長のあいさつ 労働安全・交通安全宣言

五ヶ瀬祇園神社夏季例大祭
７月１５日、五ヶ

瀬町鞍岡の祇園神

社で夏季例大祭が

行われました。口

蹄疫の影響で開催

が危ぶまれました

が、祭神のスサノオ

ノミコトは疫病払

いの御利益がある

とされており、宮

崎の復興を願いな

がらの祭事となり

ました。地元の方

々が見守る中、森巻

き神事で始まり、ご神体を乗せたみこし、鞍

岡中学校生徒による棒術、なぎなた、子ども

みこしなどが町中を練り歩きました。

「がまだせ市場」夜市など

７月２４日(土)から８月２１日(土)までの

毎週土曜日、高千穂がまだせ市場で土曜夜

市が開催されています。ミニビアガーデン

や縁日コーナーなどがあり、家族連れでに

ぎわっています。是非おでかけください。

また、７月１７日から高千穂

峡のライトアップも始まりまし

た。９月５日までの期間、毎日

午後１０時まで、真名井の滝な

どを幻想的に照らします。

米国からの交流生もみこし体験

夜市の様子
唄う介護士「平井邦幸さん」
のミニライブもありました！
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応援ありがとうございます！！
７月２日、日之影小学校４年生

の若野朔耶さん、大薗校長先生、
担任の森愛子先生が支庁長に作文
を届けてくださいました。

日之影小学校では、児童の代表
委員会で口蹄疫に関して自分たち
にできることをやろうと呼びかけ、
義援金集めと、消毒ポイントで２
４時間作業にあたっている人たち
にお礼の作文を書こうということ
になったそうです。

４年生は、消毒作業
従事者のうち、支庁職
員あてに作文を書いて
くれました。

職員一同、小さな味
方の大きな応援に勇気
をもらいましたよ！！

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

編集後記

梅雨も明け、すっかり夏模様になりました。
高千穂の山々に、青い空と白い雲がマッチし

てすばらしく美しいです。
暑さの苦手な私に、高地の高千穂は最適か！

と思いましたが、こちらもやはり夏は暑いです
ね…。暑さに負けず、しっかり郡内を取材して
参ります。

ようやく県内全域での非常事態宣言が解除と
なり、これからが踏ん張りどころです。県民一
丸となって、この事態をぐいぐい乗り切ってい
きましょう！！（桃）

若野さん

今回は、県内初の株式会社となった農村女性起業グループ
「バーバクラブ」をご紹介します。

バーバクラブは、「夕日の里フェスタ」などの交流事業を進
めてきた桑野内地区の中で、自分たちも加工品の開発・販売を
やろうということで、平成８年１２月１９日に、６区馬場集落
の女性６人で結成されました。

１３年には現在の加工場を新設し、「ばあば倶楽部」を現在
の名前に変更し、２０年６月に法人化しました。

このグループが大きくなっていったのは、商品のよさがじわ
じわと広がり、ファンが増えることによって、アメーバ式に売
れるようになっていったことです。一番のヒット商品は、かり
んとう（ドーナツ、紫いも、茶味）で、九州各地から引き合い
があり、商品を置いてもらっているそうです。メンバーの飽く
なき挑戦とファンの声に応えたいというがんばりが活動を支え
ています。

加工品を開発するにあたっては、役場や農協はもちろん、普
及センターの歴代の普及員と一緒になって、日夜研究したとの
ことです。実は、商品パッケージの味わいのあるイラストは、
筆者の友人である普及員が描いたものです。うまく商品とマッ
チして消費者の購買意欲をそそります。

代表の宮崎麗子さんは、「共同して行うことは本当に難しい。
いろいろな個性がぶつかり合って、けんかもしてきたが、その
中で、おいしい加工品ができてきた。これからも１人も欠けて
は成り立たないんです。」と語ってくださいました。

グループの中心として活動していた宮崎シズエさんを不幸に
も失うという悲しい出来事もありましたが、それを乗り越えて
みなが研鑽しながら、日々奮闘中です。これからも、ファンの
ためにがんばってください。
p.s.個人的には、佐伯ヤエ子さんが焼いていらっしゃるという

季節の野菜をトッピングした「長寿せんべい」が大好きです
v(^_^)v。

取材日記 五ヶ瀬町の「バーバクラブ」

主力商品の一部

真剣に作業中！




